
ホ,一.ソ ー ン の 「ラ パ チ ニ の 娘 」 の 一 研 究

重 山 巌

1

1842年7月9日 ホ ー ソー ソは ソフ ィア ・ピrデ ィ と結 婚 し,コ ソ コ

ー ドの有 名 な 旧牧 師 館 に 居 を 定 め,45年 迄 そ こで幸 福 な 生 活 を 過 ご して い

る 。 そ の 聞 彼 は 近 所 に 住 む 超 絶 主 義 者 達,エ マ ス ソ,ソ ロ ー,マrガ レッ

k・ フ ラ ー,A.B.オ ル コ ッ ト等 と交 際 して い る。

こ の 所 謂 旧 牧 師 館 時 代 に ホ ー ソ ー ソは 「ラパ チ ニ の娘 」``Rappaccini's

Daughter"を 書 い てい る。 これ は1842年 の秋以 降,恐 ら く1844年 の

秋 に 書 か れ た といわ れ て い る。 最 初1845年,こ の時 代 の他 の多 くの作 品

同様,雑 誌TheDemocraticRθ η琵測 に 掲 載 され,後1846年r旧 牧 師

館 の 苔』Mo∬esfromanOldltilanseに 収 録 され て い る。

この作 品 の 序 で,そ の生 涯 の この時 代 を反 映 して か,ホ ー ソ ー ソはM .

de1'Aubepineと い う仮 空 の 作 家 の 名 を借 りて,当 時 の文 学 の世 界 に 於 け

る そ れ は現 在 丈 学 史 的 に 見 て も正 鵠 を 得 た もの とい}る 自分 の 立

場(anunfortunatepositionbetweenthetranscendentalists_andthe

greatbodyofpen-and-inkmenwhoaddresstheintellectandsympathies

ofthemultitude.1))を 述 べ,続 いて,己 れ の 作 品全 般 に 見 られ る特 徴 を 簡

単 に 記 して い る。

こ の序 は,ホ ー ソ ー ソの 他 の作 品 の 序 同様,物 語 の主 要 部 で語 られ て い

る事 柄,そ の意 味 に 対 して,そ の主 要 部 だ け で は 明 白 に な らな い,彼 が こ

の 作 品 に寄 せ る,意 図及 び 意 味 を 与 え る もの で あ る。

1)GeoffreyMoore(ed.),AmericanLiterature,(London:Faber&Faber
,

1964),p.278.
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この小論の目的は,物 語の主要部で彼が何を問題にし,何 を語っている

のか とい う問題を考},更 に,上 にその要点を述べた序は物語の主要部に

如何なる意味を与}て いるかとい う問題を考え,そ のことによってこの作

品全体の意味を考}る ことにある。

II

物語の主要部でホーソーソが何を問題に し,何 を語っているか とい う問

題を考}て 行 くに当って,先 ずその人物構成を図式化してお くことにする。

(ジ ョ〉:ソニ の父 の 旧友)バ グ リオ ニ

/(Bag1'n')
(ラ パ チ ニ の娘)ベ ァ トリス ジ ョバ ソニ

/
(Beatrice)(Giovanni)

(ベ ァ ト リ ス の 父)ラ パ チ ニ

(Rappaccini)

ベ ァ トリスは ラパ チ ニが 毒 に よっ て育 てた 娘 で,バ グ リオ ニは ジ ョ・ミソニ

の父 の 旧友 で あ る 。 そ して,・ ミグ リオ ニ とラ チ゚ ニ との 間 に は 学 問上 の確

執 が あ る こ とに な って い る。

こ の四 人 の登 場 入 物 の 関係 の うち,物 語 で主 に語 られ て い る の は,い う

ま で もな く,ジ ョバ ソ ニ とベ ア ト リス との関 係 で あ る。 しか し,こ の二 人

の関 係 に,ラ パ チ ニ とバ グ リオ ニ との 関係 が 重 な り,絡 み 合 って い る。 こ

の 二 人 は 夫 々 自分 の娘,旧 友 の 息子 を通 して,暗 黙 の うち に 相 対 峙 し,ラ

チ゚ ニは ジ ョパ ソ ニを,パ グ リオ ニ は ベ ア トリスを,相 手 か ら奪 い合 うと

い う関 係 に あ る。

そ れ 故,こ の物 語 の主 要 部 で ホ ー ソ ー ソが 何 を問 題 に し,何 を 語 って い

るか とい う問 題 を考}る 場 合,こ の 四 人 の うち の誰 一 入 を も除 外 して は な

らな い。 常 に この 四人 を 念 頭 に 置 い て論 じな けれ ば な らな い 。
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ホー ソー ンのrラ パチニの娘 」の一研 究

しか し,そ の 前 に,こ の 四 人 の 人物 は夫h如 何 な る 人物 で あ る のか とい

う問題 を考 え て お く必 要 が あ る 。 そ の順 序 と して,便 宜 上,ラ パ チ ニ と〉　

グ リオ ニを 先 に 考 え,次 い で ベ ァ ト リス,ジ ョJ　ソニ を 考xる こ とに す

る。

ラパ チ ニ とパ グ リオ ニ

こ の二 人 は 科 学 者 で あ る とい う点 で は,所 謂 ホ ー ソ ー ソのheadの 系 列

に 属 す る 人 物 で あ る。 只 両 者 の違 い は 〉:グ リオ ニ の ジ ョ」¥ソニ に対 す る言

葉 の 中 で語 られ て い る よ うに,ラ パ チ ニは,科 学 のた め,己 れ の知 恵 を 増 す

た め な らば,如 何 な る 手 段 を も選 ぱ な い 人 間(...he〔2.e.RapPaccini〕

caresinfinitelymareforsciencethallformankind.2))で あ る とい うこ

とで あ る。 彼 は,己 れ の 目的(上 述 の一 般 的 目的 は 別 に して,そ れ が 何 ん

で あ るか は 後 述 す る)の た め に,自 分 の娘 ベ ァ ト リス を も犠 牲 に して,彼

女 を 毒 を も って 育 て て い る の で あ る 。

一 方 ,ラ パ チ ニの 庭 の 外 の 世 界 を代 表 して,ラ パ チ ニ とベ ア トリス に対

す る 見解 を 述 べ る代 弁 者 と して の役 割 も果 し て い る バ グ リオ ニ は,一 応 人

間 に許 され る研 究 の 限 界 を知 って い るが の よ うに 見 え る科 学 者 で,ラ パ チ

ニに 対 して 密 か に 警 嘆 の念 を禁 じ得 ない が
,常 に 彼 に 対 す る対 抗 意識 を抱

き,そ の 計 画 を 挫 折 させ よ う とす る人 間 で あ る 。

"We will thwart Rapaccini yet
," thought he [i.e.  ,..."but,.  .  "but, let us 

confess the truth of him, he is a wonderful man  .  .  . a wonderful man 

 indeed  ; a vile empiric,  howev  er, in his practice, and therefore not to be 

tolerated by those who respect the good old rules of the medical  pro-

fession."3)

」¥ク リオ ニ は,自 分 を頼 って パ デ ュァ市 に 勉 学 に 来 た 旧友 の息 子 ジ ョノミソ

2)Ibid.;p.283.

3)Ibid.,p.295.
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二を ラパ チ ニが或 る実 験 のた め に 利 用 し よ うとい て い る こ とを,許 せ な い

と思 う。

The youth [i.e. Giovanni] is the son of my old friend, and shall not come 

to any harm from which the arcana of medical science can preserve him. 

Besides, it is too insufferable an impertinence in Rappaccini, thus to 

snatch the lad out of my own hands, as I [i.e. Baglioni] may say, and make 

use of him for his infernal experiments. This daughter of  his  ! It shall 

be looked to. Perchance, most learned Rappaccini, I may foil you where 
you little dream of it !4)

そ して,ジ ョバ ソ ニを ラパ チ ニの 手 か ら救 い 出す とい う 目的 もあ るが,そ

れ 以 上 に,最 初 の ジ ョノミソニ との 会 見 の塲 面 で,``...herfatherdestines

hermini!,'5)と 述 べ た こ とか ら考 え られ る よ うに,・ ミグ リオ ニ は ペ ア ト

リスを ラ パ チ ニ の・手か ら奪 うこ とを 目的 と して い る 人 間 で あ る。 そ れ が 如

何 な る意 味 を 持 つ も ので あ るか は後 述 す る こ とに す る。

ベ ア トリス

次 に,ベ ァ トリス とは,人 物 とは い え な いか も しれ な いが,如 何 な る 人 ・

物 か とい うこ とを 考}る こ とにす る 。 ジ ョパ ソ ニ よ りも先 に考}る 理 由 は,

い わ ば 象 徴 的 中心 と もい}る ベ ア トリスに 対 す る ジ ョバ ソ ニ の考}方,心

酌 態 度 の 動 き を追 うとい う形 で こ の物 語 の各 場 面 は 結 び つ け られ,藷 られ

て 行 くか らで あ る。

ベ アrリ ス は ラ>°チ ニ の庭 の 中央 に あ る泉 水(_therewastheruin

ofamarblefountaininthecentre,sculpturedwithrareart,...6))

とそ の また 中 央 に 生}る 猛 毒 の植 物(Therewasoneshrub,inparticular,

setinamarblebasininthemidstofthepool,.thatboreaprofusion

4) Ibid., pp. 287-288. Italics are mine. 
5) Ibid., p. 284. 
6) Ibid., p. 280. Italics are mine.
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ホ ー ソ ー ンの 厂ラパ チ ニ の娘 」 のi究

ofpurpleblossoms,eachofwhichhadthelustreandarichnessof

agem;andthewholetogethermadeashowsoresplendentthatit

seemedenoughtoilhiminatethegarden,evenhadtherebeenno

sunshine.7))と がincarnateし た 存 在 と い え る 。

こ の 泉 水 と そ の 美 し さ は 彼 女 の 姿,心,魂 の 美 し さ と そ のimmortality

〔good〕 を,こ の 植 物 の 美 し さ とそ の 毒 性 は 彼 女 の姿 の 美 し さ と 彼 女 の

mortality〔evil〕 を 象 徴 す る も の で あ る と 解 す る こ とが で き る 。

彼 女 と こ の植 物 と の 関 係 を 裏 付 け る 例 は 枚 挙 に 暇 も な い 程 あ る が,彼 女

と 泉 水 と の 関 係 に 就 い て 上 の よ うに 述 べ た 理 由 は,こ の 泉 水 の 立 て る 水 の

音 を ジ ョバ ソ ニ に,``animmortalspirit"の 泉 水 の 音 の よ うに,ホ ー ソ ー ソ

が 聞 か せ て い る こ と,(Alittlegurglingsound...madehim〔i.e.Giovan-

ni〕feelasifthefountainwereanimmortalspirit...8)),更 に,彼

女 の 心 と 泉 水 とを 関 連 さ せ て 次 の よ うに 述 べ て い る こ と に よ る 。

 

.  .  . recollections of many a holy and passionate outgush of her heart, when 

the pure fountain had been unsealed from its depths . .  .9)

彼 女 が,先 に 述 べ た 如 く,こ の 泉 水 と植 物 が 一 緒 に な り,incarnateし

た 存 在 で あ る こ と は,こ の 植 物 が 泉 水 の 水 を 吹 い 上 げ て い る と い う こ と

(Allaboutthe.poolinto .which..thesubsidedgrewvariousplants,that

seemedtorequireaplentifulsupplyofmoistureforthenourishment

ofgiganticleaves...1°))も そ の 論 証 と な る が,怒 りに 駆 ら れ た ジ ョ・ミソ

ニ に 対 す る 彼 女 の 次 の 言 葉 が ,な お 一 層 は っ き り と し た 論 証 と な ろ う。

Idreamedonlytolovetheeandbewiththeealittletime;for,Giovanni,

believeit,thoughmybodybenourishedwithposion,myspiritisGod's

7) Loc. cit. 
8) Loc. cit. Italics are mine. 
9) Ibid., p. 296. 

10) Ibid., p. 280.
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creature, and craves love as its daily  frod.11)

更 に,こ の 泉 水 が``marble"で で き て い る こ と,こ の 植 物 が``a〃z皹 ∂Zθ

basin"12)の 上 に あ る と い う こ と は,heartが あ る 点 大 い に 異 な る が ・

「ク リ ス マ ス の 宴 会 」``TheChristmasBanquet"の 主 人 公 ジ ャ ー ビ ス

・ ヘ イ ス テ ィ ソ グ ズ(JervayseHastings)の よ うに,ベ ア ト リス は 孤 立

し た 存 在 で あ っ た,ジ ョバ ソ ニ を 知 る ま で は そ うで あ っ た こ とを 意 味 す

る 。

こ う い っ た ベ ア ト リ ス は,ジ ョバ ソ ニ と知 り合 う こ と に よ り,始 め て あ

の 植 物,自 分 の 毒 性,negativeな 面,evilを 忘 れ("Forthe丘rsttime

inmylife!"murmuredshe,addressingtheshrub,"Ihadforgotten

thee!"13)),そ の 毒 性 故 に ジ ョバ ソ ニ と の 間 に 常 に 超 え 難 い"thephysical

barrier',を 置 い て い る が,彼 女 自 身 述 べ て い る よ うに(上 の 引 用 文11)彼

女 は 真 実 ジ ョ・ミソ ニ を 愛 し,彼 の 真 実 の 愛 を 求 め る こ と に な る 。

彼 女 が 彼 に

If true to the outward senses, still it may be false in its  essence  ; but the 

word of Beatrice Rappaccini's lips are true from the depths of the heart 

 outward.'4)

と述 べ てい る よ うに,も し この 自分 の 心 か ら出 た真 実 の言 葉 しか いわ な い

ベ ァ トリスを,ジ ョバ ソニが,後 で 述 べ る よ うに彼 は 始 め か らそ の よ うな

こ との で き る人 間 ではな い のだ か ら,誰 か が,本 当 に 信 ん じ,愛 す る こ と

が で き た と した ら,彼 女 はevilの 桎 梏 を逃 れ,``aheavenlyangel',と

変 身す る こ とが で きた ので あ る。

11)  Ibid., p. 298. Italics are mine. 
12)  Ibid., p. 280. Italics are mine. 
13)  Ibid., p. 291. 
14)  Ibid., p. 290. 
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ホ ー ソー ンの 「ラパ チ ニ の娘 」 の一 研 究

. . . recollections which, had Giovanni known how to estimate them, would 

have assured him that all this ugly mystery was but an earthly illusion, 

and that, whatever mist of evil might seem to have gathered over her, 

the real Beatrice was a heavenly  angel.15)

しか し,ジ ョバ ソ ニの彼 女 に対 す る怒 りの言 葉 と,彼 女 は 何 の 関係 も,

関 心 もな いが,彼 女 に何 か を 企 む バ グ リオ ニが ジ ョバ ソニ1の手 を通 して彼

女 に 渡 す 下 毒 剤 に よ って,死 に,殺 され る運 命 に あ る入 間 で あ った 。 彼 女

は 自分 が 呪 わ れ た 存 在 で あ るが 故 に,彼 女 の 愛 を 受 け るに 価 しな い 相 手 に

対 す る 自分 の束 の間 の愛 に 殉 じて しま うの で あ る。何 故 な らば,彼 女 は己

れ の 愛 に 殉 ず る こ とので き る 人 間 で あ った か らで あ る。(...shewas

capable,surely,onherpart,oftheheightandheroismoflove.is')

彼 女 は結 局 孤 独 の うち に 死 ぬ こ とに な るが,loveに よ って ホ ー ソ ー ソ

の い うparticipationを 求 め た人 間 とい え る。 彼 女 は死 ぬ 間 際 に次 の よ う

に い って い る。

I would fain have been loved, not feared,  .  .  . Farewell,  Giovanni  ! Thy 

words of hatred are like lead within my  heart  ; but they , too, will fall 

away as I ascend. Oh, was there not, from the first , more poison in thy 

nature than in mine ?17)

上の引用文の最後の文,ジ ョバソニの性質の う.ちには最初から彼女の性

質にみられ るものよりももっと強い毒性があったのではないかとい う彼女

の言葉は,そ れが何を意味するかとい うことはジョバソニの人物を考えな

ければ理解できないことである。

ジ ョバ ン ニ

ジ ョバ ソニ ・グ アス コ ソテ ィ(Guasconti)は,1s世 紀 の合 理 主 義 的

15) Ibid., p. 296. Italics are mine. 
16) Ibid., p. 291. 
17) Ibid., p. 299. 
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な もの の 考x方 を 持 って い るが,そ の 実体 はanarrowmindedcoward

withshortinsightで あ る とい うこ とが で き る。 合 理 的 な もの の考 え 方 を

す る とい う点,程 度 の差 こそ あれ,彼 も ラパ チ ニ,バ グ リオ ニ同様,head

に 属す る人 間 とい え る。

こ こで,物 語 の筋 を 追 い なが ら,何 故 彼 が 上 に述 べ た よ うな 人物 で あ る

のか 考 え て み る こ とに す る。

最 初 に,彼 が ラパ チ ニ とベ ア トリスに抱 く関 心 は,こ の 二 人,特 に ベ ァ

ト リス と,先 き に述 べ た あ の植 物 との関 係 を 合 理 的 に 見極 め る こ とで あ っ

た 。

 

.  .  . Gionvanni could not determine how much of the singularity which 

he attributed to both [i.e. Rappaccini and Beatrice] was due to their own 

qualities and how much to his wonder-working  fancy  ; but he was inclined 

to take a most rational view of the whole  matter.18)

彼は,ラ パチニに対しては恐怖を,ベ ア トリスに対 しては,植 物と同じ,

何か危険なものを,始 めて彼等二人を下宿の窓から見た時(第 一の場面)

感じ取っていたのである。

しか し彼が・ミグリオニに対 して,

"Methinks he  [i .e. Rappaccini] is an awful man indeed," remarked Guasconti,  

.  .  . "And yet,  .  .  . is it not a noble  spirit  ? Are there many men capable 

of so spiritual a love of science  ?"")

と尋 ね て い る言 葉(第 二 の 場 面)か ら分 る通 り,合 理 主 義 者 ジ ョバ ソニは

ラパ チ ニ に対 して 恐怖 と,同 時 に或 る親近 感 を抱 い て い る の で あ る。 何 故

な らば,上 に も述 べ た よ うに,彼 も また,ラ パ チ ニ と同 じ,headの 系 列

に 属す る人 間 で あ るか らだ 。

18)Ibid.,p.282.Italicsaremine.

19)Ibid.,p.283.
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ホー ソーンの 「ラパチ ニの娘 」の一研 究

処 で,ラ パ チ ニに 対 す る ジ ョバ ソ ニの 関 心 は これ 以 上 に発 展 せず,彼 の

関 心 は 急 速 に ベ ァ トリスに 向 って 行 く。 そ れ は,こ の 美 しいが,危 険 な 女

性 は,ラ パ チ ニ同様,素 晴 ら しい 科 学 者 で あ る こ とを バ グ リオ ニか ら聞 か

され た た めで もあ る。

次 に(第 三 の場 面),ジ ・・ミソ ニは ベ ア ト リス の表 情 の"simplicityand

sweetness"に 心 打 たれ るが,彼 女 の傍 に来 た``a...reptile"``abeautiful

insect,,馬 が 他 に これ とい って何 の原 因 もな い の に死 ぬ のを 見,更 に,彼 が

窓 か ら投 げ 与 えた 花 束 が 彼 女 の 手 に握 られ る と枯 れ 始 め る のを 見 て,彼 は

そ れ か ら数 日間彼 女 を 見 る こ とを避 け て暮 らす こ とに な る。 合 理 主 義 者 の

彼 に は,自 分 が 見 た も のが 夢 な のか,現 実 な の か,区 別 で き ない の で あ

る。

そ の間 に,彼 の 心 に は べ7ト リスに 対 す る愛 と恐怖 の混 ざ り合 った 感 情

(awildofspringofbothloveandhorror)が 芽 生 え,成 長 し,``hope"

と``dread"が 彼 の胸 中 で絶 えず 葛 藤 を演 じ始 め る こ とに な る。

Giovanniknewnotwhattodread;stilllessdidheknewwhattohope;

yethopeanddreadkeptacontinualwarfareinhisbreast,alternately

vanquishing.oneanotherand.startingupafreshtorenewthecontest.20>

この物 語 の 主 要 部 に於 い て示 す 彼 の姿 は,ベ ア トリスに 対 す る``10ve"と

``horror"に 基 ず く
,``hope"と``dread"の 問 を行 き来 し,``10ve"を 強

力 に支 え る彼 女 に 対す る``faith"を 持 て な い ま ま,彼 女 に 対 す る``suspi-

cion"に 負 け て 行 く姿 とい え る。

ジ ョJ¥ソ ニは パ デ 革ア の郊 外(第 四 の場 面)で,バ グ リオ ニか ら 彼

は ラパ チ ニの 庭 に決 して そ の姿 を現 わ さな い 彼 が 既 に ラパ チ ニの 実 験

の材 料 とな り,そ の実 験 に ベ ア トリス も或 る役 割 を演 じてい る ので は な い

か(...whatpartdoessheactinthismystery?)と い わ れ る。 バ

20)Ibid.,p.286.Italicsaremine.
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グ リオ ニ の べ ァ ト リ ス に 関 す る こ の 言 葉 は,そ れ が 断 定 の 言 葉 で な い だ け

に な お の こ と,効 果 的 な 一 つ の 刺 戟 と な っ て,ジ ョバ ソ ニ に 彼 女 に 対 す る

``suspicion,,を 抱 か せ る 原 因 と な る
。

こ こ で 彼 の 運 命 は,下 宿 の お か み に ラ パ チ ニ の 庭 に 通 ず る 秘 密 の 戸 を 教

}ら れ る こ と に よ り大 き く転 換 し て 行 く
。 彼 は 更 に 急 速 に ベ ァ ト リス と親

し くな っ て 行 く。 彼 の 胸 の 中 で``hope"が 勝 利 を 収 め る か に 思 わ れ る が,

"dre
ad"は な お 消 滅 せ ず,存 在 し,``hope"と 葛 藤 を 演 じ 続 け る 。 そ れ ど

こ ろ か,彼 と彼 女 と の 間 に あ る``thephysicalbarrier"を 超 え る こ とが

で き ず,逆 に"dread"に 基 ず く``suspicion"に 捉 ら え られ て 行 く。

Atsuch-timeshewasstartledatthehorriblesuspicionthatrose,monster

like,outofthecavernsofhisheartandstartedhimintheface;hislove

grewthinandfaintasthemorninglnist,hisdoubtsalonehadsubstance.sl)

合 理 主 義 者 ジ ョバ ソ ニ は,``themysterious,questionablebeingwhom

hehadwatchedwithsomuchaweandhorrow"22)か ら``thebeautiful

andunsophisticatedgirlwhorehefeltthathisspiritknew-witha

certaintybeyondallotherknowledge."23)へ と移 り変 わ る ベ ア ト リ ス の

姿 を 見,そ の 実 体 は ど ち ら で あ る の か き め る こ とが で き な い の で あ る 。

次 に(第 五 の 場 面),バ グ リオ ニ が ジ ョバ ソ ニ の 部 屋 に 現 わ れ,彼 に ジ ョ

パ ソ ニ は 恐 ろ し い 運 命,死 が 彼 を 待 ち 受 け て い る こ と を 知 ら さ れ る 。 し か

し,ジ ョバ ソ ニ は ベ ア ト リ ス も救 い 出 せ る か も しれ な い と い う希 望 を バ グ

リ オ ニ に 持 た さ れ る 。 そ して,ジ ョパ ソ ニ は バ グ リオ ニ か ら先 に 述 べ た 下

毒 剤 を 渡 さ れ る 。 但 し,ベ ァ ト リス に 先 に 飲 ま せ て,そ の 結 果 を 見 て か ら

飲 む よ うに い わ れ る 。 し

バ グ リ オ ニ が 帰}っ た 後,ホr一 ソ ー ソ は ジ ョJ¥ソ ニ を 鏡 に 向 わ せ る こ と

21)Ibid.,pp.292-293.

22)Ibi匕 云,p.293.

23)op.cit.
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に よ り,彼 の"vanity",感 情 の``acertainshallowness",そ の 性 格 の

``insincerity"を 映 し 出 し
,彼 に 次 の よ うに 思 わ せ て い る 。

"At  least
," thought he [i.e. Giovanni], "her poison has not yet insinuated 

itself into my system. I am no flower to perish in her  grasp.  24)

先 に 見 た よ うに,ラ パ チ ニ の彼 に 対 す る実 験 に ベ ァ トリス も何 か か か わ り

が あ る ので は な いか とい った バ グ リオ ニの 術 中 に彼 は こ こで 完 全 に落 ち入

って し ま っ て い る のだ 。

彼 が 思 っ た よ うに,確 か に,彼 は べ ァ トリスに掴 まれ て枯 れ て しま う花

で は な い。 しか し,実 際 は,彼 は 既 に ラパ チ ニに よ って,彼 女 と同 じ存 在,

毒 に も,従 って彼 女 に も接 す る こ とので き る存 在,に され て しま って い た

の だ。 それ 故,彼 の考 え の意 味 す る こ ととは 裏 腹 に,皮 肉 に も,そ れ が そ

の儘 真 実 とな って い るの で あ る。 彼 は 自分 の吐 く息 で 蜘 蛛 を 殺 す こ とが で

き る こ とを 知 ら され る 。 これ が 合 理 主 義 者 ジ ョ・ミソニが そ れ と 知 らず に

``dr
ead',し て い た こ とな ので あ る。

絶 望 と怒 りに駆 られ,先 き の薬 を持 って,ジ ョバ ソ ニは,ベ ア トリスを

殺 した い よ うな 気 持 ち で,彼 を待 つ 彼 女 の下 に 急 い で 行 く。

彼 は 結 局,こ の よ うに 恐 ろ しい形 で 実 現 され た``horror",``dread",

``
suspicion"に 打 ち 負 か され て しま っ た ので あ る。 も し彼 が 彼 女 に 対 す る

本 当 の愛 と``faith"を 持 って い た ら,彼 女 が``aheavenlyangel"セ こ変

身 し得 る とい う ことを 彼 は 知 り得 た筈 な の で あ る。 しか しな が ら到 底 合 理

主 義 者 ジ ョバ ソニに は それ は 見 抜 け る こ とは で き なか っ た の だ。 大 体,彼

に は 本 当 の愛 と 信 頼 の拠 り処 とな る 深 い心 を 持 って い なか っ た の だか ら

(Guascontihadnotadeepheart...)o

最 後 の場 面 に見 られ る彼 の姿 は,先 に も述 べ た通 り,anarrow-minded

24)Ibid.,p.296.`ltalicsaremine.
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cowardwithshortillsightと いえ る。

ジ ョバ ソニ とベ ア トリスは 庭 の中 央,泉 水 とあ の植 物 の傍 に い る。二 人

の 間 に は,も う既 に,``agulfofblackness"カ ミ生 じて しま って い る。 心

の 狭 い ジ ョパ ソニは 自分 の 方 か らベ ア トリス に 近づ い て行 った の に もか か

わ らず,そ の こ とに よ って彼 に もた ら され た運 命 を受 け入 れ る こ とが で き

ず,バ グ リオ ニの言 葉 通 りベ ァ ト リスが ラ パ チ ニ と協 力 して彼 を落 し入 れ

た と一一途 に 思 い込 み,彼 は 彼 女 を 呪 い,言 葉激 し く詰 る。 しか し,ベ ア ト

リス は何 の 関係 もな く,ラ パ チ ニー 人 の企 み で あ る こ とを 聞 き,既 に 自分

が 彼 女 の 自分 に対 す る気 持 を,元 に 復 す る こ とが で き な い 程,徹 底 的 に傷

つ け て しま い なが ら,彼 は 自分 が 彼 女 に 対 して 実 際 何 をや った か 分 らな い

の で あ る。(ButGiovannididnotknowIt)。

こ の洞 察 力 に欠 け る男 は,彼 女 と の関係 を再 び元 に帰 えす こ とが で き る

と思 い,例 の薬 を 彼 女 に渡 す 。 しか し,こ の臆 病者 は,共 に そ の薬 を飲 も

うと もせ ず,バ グ リオ ニの言 葉 通 りに,そ の結 果 を待 つ こ とに な る。 しか

も,ベ ア トリスに,己 れ の死 を 悟 って い る よ うな``apeculiaremphasis"

を も っ て,``Iwilldrink;butdothouawaittheresult."と い われ て,

そ の結 果 を待 つ破 目に な っ て しま うので あ る。

こ うして ベ ア トリス は死 に,ジ ョバ ソニは 一 人 残 され て しま う。 そ して

ラパ チ ニの敗 北 と,バ グ リオ ニ の一 応 の勝 利 とい う形 で,物 語 は 終 って い

る。

以 上,三 人 の登 場 人 物,続 い て ジ ョバ ソニの こ とを述 べ な が ら,物 語 の

荒 筋 を 見 て来 た訳 だ が,一 応,こ の時 点 で,先 に 図式 化 した 四 人 の登 場 人

物 の関 係 に就 い て,如 何 な る こ とが い}る か考 え てみ る こ とに した い。

この時 点で は,先 ず 次 の こ とが い え よ う。 即 ち,ラ パ チ ニを 筆 頭 と して,

次 に バ グ リオ ニそ の次 に ジ ョバ ソ ニ と並 べ られ る,三 人 のheadに 属 す る

II
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人 間 が,愛 を 求 め る ベ ア ト リ ス,heartに 属 す る 人 間 に,そ の 愛 を 得 さ せ

な い こ と に よ り,ま た 与 え な い こ と に よ り,孤 立 さ せ,そ の ま ま の 状 態 で

死 な せ て し ま っ た と い う こ と で あ る 。 愛 とは,ホ ー ソ ー ソ が ソ フ ィ ア ・ピ

rボ デ ィ に 宛 て た 恋 文 の 中 で ,

Indeed,wearebutshadows;wearenotendowedwithreallife,allthat

seems.mostrealaboutusisbutthethinnest.substanceofadream,‐till

theheartbetouched.Thattouchcreatesus,‐thenwebegintobe-there

bywearebeingsofreality,andinheritorsofeternity,,.25)

と 述 べ た,人 間 の 心 と心 とを 結 び つ け る も の,後 に 彼 が 「イ ー サ ソ ・ブ ラ

ソ ド」``EthanBrand,'の 中 で 述 べ て い る,あ の``themagneticchain

ofhumanity"の 別 名 で あ っ て,愛 と は 入 間 を 孤 立 か ら``participation"

へ 回 帰 さ せ る も の な の で あ る 。

こ の 意 味 合 い に 於 い て,こ の 物 語 の 主 要 部 に,孤 立 か らparticipation"

へ の 回 帰 の 問 題 をheadの 対 極 と して のheartの 問 題 と して 捉 ら}て い

る ホ ー ソ ー ソ の 生 涯 変 わ る こ と の な か っ た 主 題 を,窺 う こ と が で き る 。

しか し上 に述 べ た こ とだ け で は,そ れ は確 か に,最 初 に 述 べ た よ うに,

四 人 の登 場 人物 の うち誰 一 人 と して除 外 は され て は い な い が,余 りに も取

捨 して しま った 問題 が 多過 ぎ て,こ の 物語 の主 要 部 に 見 られ る総 て の問 題

を 踏 まえ た 上 で の解 答,ホ ー ソー ソが こ こに 述 べ て い る こ と総 てに 対 す る

抱 括 白勺解 答,と ウまな り得 なG・。

そ れ 故,次 ぎ に,先 の 四入 の 関係 の うちに 見 た 対 立 関 係 に あ る ラ パ チ ニ

とバ グ リオ ニ に焦 点を 合 わ せ て,こ の 四人 の関 係 に就 い て,如 何 な る こ と

が い え るか 考}る ことに す る。 処 で,ラ パ チ ニは,あ の 泉 水 に よ って 象 徴

され るベ ア ト リス のpositiveな 面,immortality,goodの 持 つ真 の強 さ,

25)F.O.Matthiessen,AmericanRenaissance(NewYork;OxfordLTniv.

Press,1941).p.255.
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丁 度 泉 水 が あ た りの 荒 廃 を知 らぬ げ に 不 滅 の精 神,心 の歌 を 歌 って い る

(...asif.thefountainwereanimmortalspiritthatsungitssong

unceasinglyandwithoutheedingthevicissitudesaround .it,...)よ

うに,彼 ・女 の精 神,即 ち 心 の'不滅 を全 く信 んず る こ とが で きず,こ の世 の

総 べ て の``evi1"に 耐},打 ち勝 つ こ とが で き・.るよ うに す るた め に彼 は彼

女 を 毒 を も って育 て てい た ので あ る。 この こ とは,そ れ まで 殆 ん ど 口.らし

い 口を利 い た こ とのな か った ラパ チ ニが,最 後 のべ ァ トリスの 死 ぬ 場 面 で,

自 ら明 らか に して い る。

 "Miserable  !  " exclaimed Rappaccini . "What mean you [i.e. Beatrice] 

foolish  girl  ? Dost thou deem it misery to be endowed with marvellous 

gifts against which no power nor strength could avail an enemy—misery, 
to be able to quell the mightiest with a breath—misery, to be as terrible 

as thou art beautiful?  Wouidst thou, then have preferred the condition 

of a weak woman, exposed to all evil and capable of  none"26)

そ して,こ うい う目的 で 育 て た 孤独 の ベ ア ト リス に,ラ パ チ ニ は,彼 女 の

毒 に も耐}ら れ る よ う1にジ ョバ ソ ニを 変 え て,与 え よ う と した の で あ る。

"My daughter
," said Rappaccine, "Thou  •  art no longer lonely in the 

world. Pluck one of those precious gems from they sister  shrub and bid 

thy bridegroom wear it in his bosom. It will not harm him now. My 

science and the sympathy between thee and him have so wrought within 

his system that he now stands apart from common men, as thou dost, 

daughter of my pride and triumph, from ordinary women. Pass on, then, 

through the world, most dear to one another and dreadful to all besides  !"27)

この 点,ラ パ チ ニは この世'の悪 の 力 しか 信 ん ず る こ とが で き ず,ベ ア ト

リスが ジ ョ・ミソ ニに``.、..thegardenishisworld"と 述 べ て い る こ と

か ら,彼 は この世 に 悪 の存 在 しか 認 め 得 な か った 人物 と い}る 。

26)G.Moore(ed.),op.cit.,p.299.
27)Loc.cit. 、
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一 方 ・ミグ リオ ニは
,前 に も述 べ た 如 く,ラ パ チ ニ に対 して 常 に対 抗意 識

を抱 い て い て,``herfatherdestineshermine"と 一一人 極 め込 ん で,ベ

ア トリスを 毒 を も って 育 て る ラパ チ ニの計 画 を挫 折 させ る こ とを,ジ ョ・ミ

ソ ニが彼 の 元 を訪 ね て来 る以 前か ら,計 画 して い た とい え る。 しか し,ジ

ヨ・ミソ ニが 現 わ れ るま で は,こ の 自 ら己 れ を ラパ チ ニ と学 問 上 肩 を 並 べ 得

る者 と考 え てい る ・ミグ リオ ニ(Thetruthis,ourworshipfulDr.Rap-

paccinihasasmuchscienceasanymemberofthefaculty‐with

メ)erha¢)Sonesingleexception-inPadua,orallItaly;...28))に は,ラ

パ チ ニ の計 画 を 挫 折 させ る,即 ち ベ ァ トリス を彼 の 手か ら奪 い取 る手 段 は

な か った と思 わ れ る。 と ころ が,そ こヘ ジ ョノミソニが 現 わ れ る こと に よ り,

形 の上 で は ジ ョバ ソニに ベ ア トリス を 与 え る とい う最 も効 果 的 な計 画,丁

度 ラパ チ ニの 計 画 の 逆 の 企 て を 実行 に移 す こ とに よ って,ベ ア トリスを ラ

パ チ ニの 手 か ら奪 うこ と,即 ち,ラ パ チ ニ の計 画 の挫 折 を 目論 んだ と考 え

られ る。

そ れ故,・ ミグ リオ ニ は,ラ パ チ ニ に対 抗 す る者,即 ち,悪 の力 を 阻 止 し

よ う とす る 入 間 とい え よ う。 とはい っ て も,彼 は 善 の力 を 信 ん じ,善 の 存

在 しか認 め得 ぬ 人 間 とは い}な い 。 それ は,彼 が あ くま で もheadに 属 す

る入 間で,ラ パ チ ニ に対 抗 す るのに,彼 が 利 用 した のは,ベ ア トリス と ジ

ョバ ソニ の間 の愛 で は な く,下 毒 剤,即 ち科 学 で しか な か った の だ か らで

あ る。

・ミグ リオ ニに と って,ジ ョ〉　ソニは 旧友 の 息 子 で あ る よ りは ,む しろ 自

分 の ラパ チ ニに 対 す る企 て の道 具 で しか な か った と考 え られ る。 旧友 の 息

子 に 対 す る立 場 か らは,バ グ リオ ニは ジ ョJ　ソ ニを ベ ア トリス か ら遠 ざ け

よ うとす るか に 見 え るが,か え って,そ の こ とに よ って,ジ ョバ ソニを ベ

ア ト リス に 更 に 接 近 させ,彼 女 に 対 す る``suspicion"を 抱 か しめ,ラ バ

28)Ibid.,p.283.Italicsaremine.
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チ ニ の 計 画 達 成 の 最 後 の 瞬 間,即 ち,・ ミグ リ オ ニ の 勝 利 の 時 に す る に は 最

もふ さわ し い 最 後 の 瞬 間 に,パ グ リ オ ニ は 自 分 の 信 ん ず る 科 学 の 力 に よ っ

て,ベ ア ト リ ス を ラ パ チ ニか ら奪 う道 具 と し て,陰 に ジ ョバ ソ ニを 利 用 し

て い た の で あ る。

ま た,・ ミグ リオ ニ に と っ て ベ ァ ト リ ス も ラ パ チ ニ の 計 画 を 挫 折 さ せ る た

め の 道 具 で し か な か っ た と い え る。 これ が バ グ リ オ ニ が``herfather

destineshermine"と い っ て い る 言 葉 の 意 味 す る も の だ っ た の で あ る。

そ れ 故,バ グ リオ ニ は,例 の 薬 を ジ ョ 〉　ソ ニ に 渡 す 際,

But,...beofgoodcheer,sonofmyfriend.Itisnottoolate_forthe

rescue.Possiblywemayevensucceedinbringingbackthismiserable

childwithinthelimitsofordinarynature,fromwhichherfather'smadness

hasestrangedher.29)

とは 述 べ な が ら も,一 人 クス クス笑 い,"WewillthwartRappaccini

yet..."と い い なが ら,一 旦 ジ ョバ ソ ニ の下 宿 を 出た後,密 か に 舞 い 戻

り,ベ ァ ト リス の死 の場 面 を 高 所 よ り見 なが ら,彼 が 叫 ん だ言 葉 は,ベ ァ

ト リス の死 に 対 して は"horror"を 感 じ なが ら も,そ の死 を 悼 む言 葉 で も

な く,自 分 の 与 え た薬 が ベ ア トリスに 利 目が な か った こ とに よ り,も は や

救 う道 の な くな った ジ ョバ ソニに 対 す る 同情 の 言 葉 で もな く,ラ パ チ ニに

対 す る 勝 利 の 言 葉(Rappaccini!RapPaccini!isthistheupshotofyour

experiment?)で しか な か った の で あ る。

ラパ チ ニを 人 間 に許 され た 領 域 を 超 え る者 と して 非 難 し,対 抗 して 来 た

バ グ リオ ニ も結 局 ベ ア トリス に死 を もた ら した こ と,ジ ョ・ミソニを 恐 ろ し

い運 命 に 落 し入 れ て しま った こ とに よ り,人 に 許 され た 領域 を 超 え て しま

った科 学 者 とな って い る。

29)Ibid.,p.294.
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ホーソーンの 「ラパチ ニの娘 」の一研 究

以 上述 べ て来 た こ とか ら分 る よ うに ラ パ チ ニ と〉　グ リオ ニ は,夫 々悪 の

存 在 しか 認 め得 ぬ 者,悪 の 存 在 を 否 定 し よ う とす る者 と して,ベ ア トリス

と ジ ョバ ソ ニを 間 に 相 争 い,ラ パ チ ニ は悪 に よっ て ベ ア トリス とジ ョ〉　ソ

ニ を結 び つ け よ うと して 失 敗 し,バ グ リオ ニ も,表 面 的 に は 一 応 勝 利 を 収

め た か に 見}る が,矢 張 り,悪 の存 在 を否 定 す る こ とに よ り,二 人 を 結 び

つ け よ う と して 失 敗 した こ とに な る。 ラ パ チ ニ も 〉　グ オ ニ も己 れ の 科 学,

即 ち,headに よ り,ジ ョバ ソニ を道 具 と して,ベ ア トリス即 ち,heartの

問題 を取 り扱 い失 敗 した こ とに な る。

次 に述 べ る こ とは,ジ ョバ ソニ に もい え る こ とだ が,ラ パ チ ニは,ホ ー

ソー ソが,こ の作 晶 を書 い た 同 じ 旧牧 師 館 時 代 にrア メ リカ ソ ・ノ ー トブ

ッ クス』AmericanNotebooksひ ご,人 の心 を 洞 窟 に 譬 え て記 した,あ の 内

奥 の 明 る い世 界(...Thesearethedepthsoftheheart,orofhuman

nature,brightandpeaceful;thegloomandterrormay,liedeep;but

deeperstillistheeternalbeauty.30))の 存 在 を 知 り得 な か った の で あ る◎

また,バ グ リオ ニ も,矢 張 りこの 同 じ時代 に ホ ー ソ ー ソが 書 い た 「大 地 の

大 燔 祭 」``Earth'sHolocaust"に 於 い て述 べ て い る,人 間 の心 の深 奥 に

存 在 す る 人 間 の 総 て の 悪 の 出 所 で あ る,あ の 小 さい が しか し無 限 の領 域

(thelittleyetboundlessspherewhereinexistedtheoriginalwrongof

whichthecrimeandmiseryofthisoutwardworldweremerelytypes.ai>)

の 存 在 を知 り得 な か った,た とえ仮 りに 知 って いた と して も,そ れ を 科 学

``intellect"に よ り清 め る こ とが で き る と考 え た 点
,重 大 な過 失 を 犯 した

人 間 で あ った とい え る。

以 上述 べ た こ とが,現 在 の段 階 で,ホ ー ソー ソが,こ の 物 語 の 主 要 部 で,

30)MalcolmCowley(ed.)ThePortableHawthorne,(NewYork:The

VikingPress,1948),p.564.Italicsaremine.

31)Ibid.,p.209.
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四 人 の 登 場 人 物 を 通 して,述 べ て い る こ と とい}xよ う。

しか し,問 題 は ま だ残 って い るの で あ る。 ラパ チ ニ は悪 の 存 在 しか 認 め

な い 人 間,バ グ リオ ニは 悪 の 存 在 を 否 定 し よ うとす る人 問 とい うこ とは 上

で 明 らか に した 。 そ れ で は,こ の 二 人 の 間 に介 在 す るベ ァ トリス と ジ ・バ

ソニ とは 果 して如 何 な る人 物 で あ るの か とい うこ とで あ る。

と ころで,ホ ー ソー ソは,最 初 の 場 面 で,植 物 を 観 察 して い る ラパ チ ニ

を眺 め る ジ ョバ ソ ニに,

Wasthisgarden,then,theEdenofthepresentworld?andthisman,

...washetheadam?a2>

とい う疑 問 を抱 か せ て い る。

こ こに いわ れ て い る ア ダ ム とい う言 葉 か ら推 して,そ の 相 手 イ ヴは ベ ア

トリス に な る こ とは異 論 は なか ろ う。 しか し,誰 が ア ダ ムで あ るか とい

う こ とは 少 々 問題 に な っ て くる。 上 の 引 用 文 を そ の ま ま 受 け取 れ ば,ア ダ

ム は ラパ チ 屯 とな り,或 る研 究 家 が 述 べ てい る よ うに,ノ ミグ リオ ニは この

``theEdenofthe
presentworld",或 い は``theEdenofpoisonous

flowers"に は 関 係 の な い もの と して 無 視 され,こ の 物 語 は残 りの 三 人 の

もの とな り,ラ パ チ ニ とベ ア トリス との 間 に 近 親 相 姦 の 問 題 を 見 る こ とに

な ろ う。 それ は それ で 或 る程 度 説 得 力 を 持 った 説 明 とな って い る とい え よ

う。

しか し,そ れ で は 今 ま で 見 て来 た バ グ リオ ニの 役 割 無 論 パ デ ュ アの

人 々 を代 表 す る,ラ パ チ ニ とべ ァ トリスに 対 す る見 解 を 述 べ る代 弁 者 の 役

割 を も って い るが,ジ ョ・ミソ ニに対 す る,彼 の役 割 は 全 然 無 視 され た こ と

に な り,こ の 点 が 納 得 出来 な い。

``
...ishetheadam?"と い う言 葉 は,矢 張 り,ironyofstatement

32)G.Moore(ed.)op.cit.,p.281.
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で あ って,ア ダ ムは 始 め か ら ジ ョ〉:ソニ と 考 え る 方 が よい よ うに 思 わ れ

る。 り

こ こで,ま た,人 物 構 成 を 図 式 化 して み る こ とにす る。

ノミグ リオ ニ

/

イ ヴEア ダ ム

(ベ ア ト リ ス)一 一→(ジ ョ ノミソ ニ)

/

ラ パ チ ニ

この 図式 か ら明 らか な よ うに,ラ パ チ ニ は,聖 書 とは 逆 に イ ヴに 己 れ の

創 造 した ア ダム を に与}よ うと し,バ グ リオ ニは,聖 書 の 如 く,ア ダ ムに

イ ヴを 与 え よ う と して い るの で あ る。 この こ とは ラパ チ ニ,そ の娘 ベ ア ト

リス,バ グ リオ ニ,そ の旧 友 の 息 子 ジ ョバ ソニ とい う関係 の背 後 に 隠 され

た 関係 で あ って,そ れ は この 物 語 の 主 要 部 の 意 味 を決 定す る重 要 な 関係 で

あ った の で あ る。 そ して ア ダ ム とイ ヴを 間 に,悪 の存 在 しか認 め な い 入 間,

悪 の存 在 を 否 定 す る人 間 を対 立 させ,最 後 に ア ダム に イ ヴ を死 なせ る とい

うの が,ホ ー ソ ー ソが この 四 人 の 人 物 の 関 係 の 裏面 に考 え た構 想 で は な か

った ろ うか 。

こ こで,こ の よ うな 聖 書 的 人 物構 成 を持 った この物 語 に 神 嬬 存 在 す る の

か,し な い の か とい う問題 を考}な けれ ば な らな い。 い うまで もな くラ パ

チ ニ もバ グ リオ ニ も神 で は ない 。 も し どち らか 一 方 が 神 で あ れ ば,そ の 計

画 は成 功 しな けれ ば な らな い。 しか し,い ず れ も結 局 失敗 して しま って い

る。 彼 等 は ベ ア トリス とジ ・・ミソニの 二 人 に とって,似 せ もの のgodsで

あ った とは い え る。 そ して ベ ア トリスは似 せ もの のgodsの 手 を逃 がれ,

この``theEdenofthepresentworld"か ら本 当の エデ ソの 園 に 帰 え っ

た の で あ る。

‐s1‐



Iamgoing,father,wheretheevilwhichthouhashstriventominglewith

mybeingwillpassawaylikeadream‐likethe.fragranceofthesepoisonous

flowers,whichwillnolongertaintmybreathamongtheflowersof

Eden.33)

___.方,ジ ・・ミソニは似 せ も の のgodsに 捉 ら}ら れ,地 獄 に 落 ち,ホ,一

ソ ー ソが 第 一 の 場面 に 先 立 って述 べ た,ダ ソテ に よ り描 か れ た とされ て い

る彼 の 先 祖 と 同 じ く,彼 は 生 き な が ら地 獄 の住 人 の 一 入(apartakerof

theimmortalagoniesofhis〔2.e.Dante〕Inferno)に な って しま った

ので あ る。

そ れ で は,何 処 に神 が 存 在 して い る の だ ろ うか 。 それ は,ベ ア トリスが 自

分 の心 は"God'screature"で あ る とい う こ とか ら考 え られ る,彼 女 がgood

とevi1と の合 一 した 存 在 で あ っ た とい う こ との 背 後 にか くされ て い る とい

}る
。 も し,こ の推 論 が 正 しい とす れ ば,相 対 立 す る ラ パ チ ニ とバ グ リオ

ニ とは,実 際 は ベ ア トリス の背 後 にか くれ た 神 と対 立 して い た こ とに な る。

事 実,ラ パ チ ニ は この世 界 に悪 しか 認 め ない 入 間,negativeな 力 しか そ の

存 在 を 認 め な い 人 間,バ グ リナ ニ は,丁 度 ラ パ チ ニ を裏 返 え しに した 人間,

この 世 界 に悪 の存 在 を認 め な い 人 間,negativeな 力 の存 在 を認 め な い人 間

とい う点 で は 異 な って い るが,彼 等 は科 学 者 とい う点 で は一 致 して い る。

そ れ 故,彼 等 は夫 々己 れ の考 えに 基 づ く この 世 の エデ ソを 創 造 し よ うと,同

じ1eve1で 争 い,ベ ア ト リスの背 後 に か くれ た神 と対 立 して い た の で あ る。

ラパ チ ニは 神 の 手 か ら奪 った と考 え た ベ ァ ト リス に,バ グ リオ ニか ら ジ

ョパ ソニ を奪 い,与 え る,即 ち,本 物 の イ ヴに似 せ の ア ダ ムを 与 え よ うと

し失 敗 し,一 方,バ グ リオ ニは,ラ パ チ ニか ら,実 際 は 神 か らベ ァ トリス

を奪 い,自 分 の ジ ョバ ソニ に与 え る,即 ち,似 せ の ア ダ ムに 本 物 の イ ヴを

与 え よ うと して 失敗 した こ とに な る。 そ して,そ の 失 敗 の意 味 は,似 せ も

33)Ibid.,p.299.
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の ⑱ ア ダ ム・ ジ ョ・ミソ ニに よ るevi1の 否 定,原 罪 否定,即 ち,人 間 そ の も

の の 否 定 とい うこ とに 集 約 され る。 ベ ア トリス の毒 と は遠 く原 罪 に そ の源

を 有す る 人 間 固 有 の 罪 を 象 徴 す る もの で あ っ た の で あ る。

以 上述 べ て来 た こ とが,TheAllegoriesoftheHeartと い う短 篇 集
ま

亡れは結局実現されながったが を出版 しようとした,こ の旧牧師館時

代に,ホ ーソーンが,こ の四人の入物構成を持つ物語の主要部で語 ってい

る こ と と思 わ れ る。

III

最 後 に,今 まで 述 べ て来 た 物 語 の 主 要 部 とそ の 序 との 関係 か ら,・この 作

品 が 如 何 な る意 味 を 持 つ もの で あ るか を 考 え る こ とにす る。 ホ ー ソー ソは

``th
egreatbodyofpen-dand-inkmen ..."に 対 して は,同 じ序 で,自

分 の作 品1まallegoryで あ る とい うこ とに よ って 一 つ の 解 答,即 ち 》 よ く

読 ん で くれ れ ば ・ 自分 の 作 品 に も``theintellectandsympathiesofthe

multitude"に 訴 え る もの が あ る と述 べ る こ とに よ り,一 つ の 解 答 を 与 え

て い る。 しか し超 絶 主 義 者 に は 序 で は そ の よ うな解 答 は与 え て は い な い
。

そ れ は 物 語 の 主 要 部 が 彼 等 に 対 す る ホ ー ソー ソの解 答,即 ち 彼 の考 え九

人 間 存 在 に 関 す る基 本 的 認識 を 与 え る もの とな っ てい るか らで あ る。

超 絶 主 義者 達 は,チ ャ ニ ソ グ(W.E.Channing)がMoralArgument

AgainstCalvinismに 於 い て,

We are presumptuous, we are told, in judging of our Creator . But he 
himself has made this our  duty, in  giving us a moral  faculty  ; and to 

decline  it is to violate the primary law of our  nature .  Conscience, the 
sense of right, the power of perceiving moral distinctions , the  power of 
discerning between justice and injustice, excellence and baseness , is the 
highest faculty given us by God, the whole foundation of our responsibility

, 
and our sole capacity for religion. Now we are forbidden by this faculty 

to love a being, who wants, or who fails to dscover moral excellence .
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God, in giving us conscience, has implanted a principle within us, which 

forbids us to prostrate ourselves before mere power, or to offer praise 

where we do not discover  worth.  .  .  .3"

と述 べ て い る よ うに,自 らの良 心 に基 ず き,自 らの 目で 自然,宇 宙 を 見 よ

うと した 。 しか し,彼 等 は直 観 的 に善 の存 在 しか 認 め 得 な か った 。 そ して ・

善 の な い 状 態 が,強 い てい え ば,悪 だ と考 え ・ 悪 の存 在 を 否 定 して しま

い,あ げ くの は て に は,原 罪す ら も否 定 して しま った 。

この 悪 を 否 定 して しま った とい う点 で パ グ リオ ニ が超 絶 主 義 者 に一 番近

い とい え よ う。 しか し,合 理 主 義 者 ジ ョバ ソニが ベ ア トリス の 実 体 を 自 ら

認 め よ う と して 近 づ き,そ の悪 を 否 定 して しま う こ とに な る 点 ・上 述 の超

絶 主 義 者 達 の態 度 に 極 め て 類似 して い て,ホ ー ソ ・一ソは ジ ョバ ソニ に彼 が

超 絶 主 義者 達 に 見 た姿 を 与 え て い るの で は な い だ ろ うか。

確 か に,超 絶 主 義 者 達 は,始 め は 合 理 主 義者 で は な い。 しか し,ホ ー ソ

rソ は,彼 等 が 上 述 の理 論 とい うもの を 持 った瞬 間 か ら,彼 等 は 合 理 主 義

者 に 随 して しま った と考}た の で は な い だ ろ うか。 この 点,彼 等 は ジ ョバ

ソニ 同 様,``adeepheart"を 持 って い な い こ とに な る・ そ して ・ 彼 等 は

ジ ョバ ソ ニ と同 じ よ うに,積 極 的 に善 を 見 た の で は な く,こ の 世 に あ まね

く存 在 す る悪 に 目が くらみ,圧 倒 的悪 に恐 れ お の の き,遂 に は そ の悪 を 否

定 し,必 死 に,彼 等 が 見 た と思 った 善 だ け に しが み つい て い る と,ホ ー ソ

,一一ソは 考 え た の で は な い だ ろ うか。

こ の超 絶 主 義 者 達 の態 度 は,ジ ョバ ソ ニが ベ ア トリス に善 と悪 が 同 時 に

存 在す る こ とを 認 め得 ず,彼 女 を死 な して し ま った よ うに,ホ ー ソrソ の

考 え に よれ ば,そ れ は 矢張 り,人 間 を生 か す こ と,よ り高 次 の``participa-

tion"の 世 界 に 導 くこ とに は な らず,遂 に,現 在 よ り孤 独 の 世 界 へ 追 い や

り,人 間 自体 の 否定 に まで つ なが って し ま うもの と考 え てい た と 解 され

34)Ibid.,pp.165-167.Ita]icsaremine.
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t.ソ ー ンの 「ラパチ ニの娘 」の一研 究

る。

そ れ 故 に,こ の 作 品 に於 い て,物 語 の主 要 部 で,ホ ー ソ ー ンは 人 間 存 在

の 基 本 的 考 え 方,goodとevi1の あ り方,そ の 実 体,そ の 二 つ の もの に

対 す る人 間 の と るべ き行 動 とい うもの をallegoricalな 手 法 で 書 き,そ し

て,そ れ を,そ の ま ま超 絶 主 義 者 批 判 に 当 て た と考 え られ る。 これ が
,こ

の作 品に 於 い て,ホ ー ソ厂 ソが 究 極 的 に 問題 に し,書 き上 げ た こ と と考 え

られ る。
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